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ターナグットー ビック

Ⅰ.はじめに

八聖道は原始仏教の修行道の中でもっとも重要視されるものであると言っても過言では

ない.釈尊の最初の説法といわれる｢初転法輪経｣においても,八聖道は解脱への道とし

て説かれている.

Vetter,T.【1988]は,八聖道は苦行主義と快楽主義との二極端を離れた中道としてr初転

法輪経｣に説かれると述べているが,その解釈は,歴史的な経路つまり二極端の修行法が

盛んに行われた当時の事情及び五人の比丘と釈尊の成仏前との関係,更にこの｢初転法輪

経｣は全ての部派の文献に見られることから見て説得力がある1).

一方,四聖諦の智を正見の内容とすることはN放漫yaの一般の解釈である.正見は八聖

道の第一支であるから,比較的初歩の修行であるべき正見はなぜ四聖諦の智になり得るの

かということについて,諸先行研究において種々な見解が見られる.

ところで,原始仏教の重要な修行道には,八聖道の他に,三学(戒･定･慧)がある.三

学系統の修行道も解脱に導くものであると言われている.そこでこれらの修行道は別々の

悟りへの道であるのか,又は同じ道であるが別の方法で表現されるものであるのかという

問題が起こる.もし同じ道であればどのような相互関係があるのだろうか.

本論文では八聖道の修習のあり方,八聖道と三学との相互関係を考察し,以上述べられ

た種々な問題を解明して原始仏教における解脱への道をより明らかにしたい.結論から述

べるならば,様々な検討の結果,筆者は,これらの修行道は悟りに向かう同じ道であるが,

三学系統はF段階的修行道｣として表現されたものであるのに対して,八聖道はLokiyaと

Loku仕araの両側面を有し,それぞれの次元で現れるべき｢螺旋的修行道｣として表現され

たものであるという結論に達した.

Ⅱ.本論

1.八聖道の修習のあり方

Nik豆yaにおいて,八聖道の解釈する場合,一般にその八支の一々を列挙し,その一々の

内容を説くという形をとる.このような解釈の方法では八支がどのように修習されるかは,

明確に理解できない.八聖道の八支の修習が有機的に説かれているのは,『中部経典』｢大

四十経｣(MN3,Pp.7ト76)である.

｢大四十経｣において,八聖道の八支の中では,正定が中心の修行であり,他の七支は正

定の補助具とされる2)･八支のうちで,正見は各支の邪道と正道を正しく認知するため,先

行するものであると説かれる.そして邪道と正道の内容が述べられており,正見･正思

惟･正語･正業･正命がそれぞれ有漏と聖･無漏とに分けられる.各支の邪道を断除し,正
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道を具足するために,正見,正精進,正念が常に各支の修習に随従し,随転するといわれ

る.

本章ではこの｢大四十経｣において説かれている教説を中心として他の経典と比較しな

がら,八聖道の修習のあり方を明らかにしたい.

｢大四十経｣において,邪道と正道を正しく認知するため,正見は先行するものである

と説かれている.有漏の正見の内容は此世他世があり,業の果報があり,世間において等

正覚者がいるなどと主張することであるといわれる.これらのことを認めなければ修行は

始まらないであろう.この意味で正見は修行の動機であるとも言えよう.

聖･無漏の正見の内容は慧ba五五豆)･慧根ba舐indriya甲)･慧力ba五色abalaTP)･択法覚支

(dharrma-Vicayasambqijha血go)と言われるだけに留まり,詳しいことは言われていないが,

他の経典では,慧根8)と慧力4)とは四聖諦を知ることを指す.択法覚支については｢慧をも

って,かの法を考察し,伺察し,思量に至る.｣(tarpdhammarppa舐豆yapavicinatipavicarati

parivima甲SaTP5p頑ati･)5)と述べられているだけであるが,ここでいう法もまた法の本質つ

まり無常･苦･無我,あるいは四聖諦･十二支縁起と思っても差し支えないであろう.そ

して慧については,解釈が多様であるが,ここでは正見の内容であるので四聖諦･十二支

縁起･五蕗･十二処･十八界を如実に了知することと理解するのが適切であろう.

他の経典に述べる正見は,四聖諦6)･十二支縁起7)･玉藻8)･十二処9)･十八界10)を指し

ている.これは聖･無漏の正見の内容と一敦しており,一般に正見という場合は有漏の正

見ではなく,聖･無漏の正見を指すことが分かる.

他の経典に述べる正思惟は一般には出離･無購･無害の思惟と言われる11).これは逆に

有漏の正思惟の内容と似ている.そして,聖･無漏の内容は思択(takka),尋求(vitakka),思惟

(sa址appa),専注(appana),細専注(vyappan李),心の専精(abhiniropana),語行O,aCisa址h豆ra)で

あると説かれている.これは心を集中して思惟することを意味するから,おそらく出離･

無咲･無害に関してより深く思惟することを意味すると思われる.正語･正業･正命の聖･

無漏の内容を説く時のように中止,停止,廃止という言葉を何故使わないかということに

ついては後に論ずる.

正語･正業･正命の聖･無漏の内容は,有漏の内容と同じく邪語･邪業･邪命の遠離で

ある.それらに中止(arati),停止(Virati),廃止ba!ivirati)という言葉が加わり,不動で完全に

邪語･邪業･邪命を断除できることを意味するのであろう.

正精進と正念はすべての修行段階にとって必要なものであり,他の修行の基礎功徳であ

ると説かれている.正精進と正念の内容について,この｢大四十経｣は説明していないが,

正精進を四正勤12),正念を四念処とする解釈は,N血豆yaの一般的な解釈である13).

｢大四十経｣において,正精進･正念･正定は有漏と無漏に分けられていないが,内容

全体を見れば,｢彼は邪見【乃至邪命】を断除するために精進し,……彼は念ありて邪見

【乃至邪命】を断除する.｣(MN3,p.72,1.㌶-25)という場合の精進と念は邪見乃至邪命がま

だ残っているから,やはり有漏の正精進と正念と言わねばならない.そして邪見乃至邪命

が断除され,聖･無漏･出世間の正見乃至正命が具足されている時の精進と念は聖･無漏
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の正精進と正念であろう.正定もまた未だ出世間の境位に達していない時の定を有漏の正

定とし,出世間の境位に達している時の定を聖･無漏の正定とすることができるであろう･

｢大四十経｣においては,正定を中心の修行としながらも,正定の内容は述べられてい

ない.しかし,正定の内容は四禅であ･ることがNi旭yaの一般的な見解である14)

正定と正見との関係については,『相応部経典』｢大篇｣第十二諦相応,第一定鼠第

一一定経は,｢比丘たちよ,定を修習せよ.比丘たちよ,定に入った比丘は如実に了知す

る.｣(SN5,p.414,1.6-7)15)という言葉をもって始ま･り,次に,如実知見の内容は四聖諦で

あると説かれる16).この如実知見の内容は聖･無漏の正見の内容と同じであるから,正定

の修習が聖･無漏の正見を訝すということが分かる.

更に,また定と慧との関係について,『法句経』第372偶には,次のような文が述べられ

ている.

智慧なき者に禅定なく,禅定なき者に智慧なし.智慧と禅定を具えた者は,捏奨の近く

にあり.(Dhp.v.372)

『中部経典』｢随煩悩経｣でも,釈尊は次のように説いている.

阿那律よ,私に斯かる思念が起こる.｢もし少定ある時には,その時には私に少眼が

ある.故にその私は少眼をもって少光明を認め,且つ少色を見る.而も,もし私に多

くの定がある時,その時には私に無量の眼がある.故にその私は無量の眼をもって無

量の光明を認め,且つ無量の色を見る｣(MN3,P.161,l.28-35)

更に,また聖･無漏の正見乃至正命を道支(magga魚ga)(道の一部分)と呼ぶことに注目

したい.｢大四十経｣において,正見【乃至正命】を説明する時.次のような文が説かれてい

る.｢比丘たちよ,正見【乃至正命】とは何であろうか.比丘たちよ,私は正見【乃至正利を二

種にして語る.すなわち,有漏にして,福徳を分有しbu誠ab旭giya),依果を蘭す

(upadhivepakka)正見【乃至正命】と,聖･無痛･出世間にして,道支(magga丘ga)である正見【乃

至正命】とである.｣(MN3,p.72,1.4-7)ここに道の一部分といわれるのは有漏の各支では

なく,聖･無漏の各支である.これは八聖道を具足しているといわれる者は最低八聖道のこ

の聖･無漏の段階の各支を具足していなければならないことを意味するのではないかと思

われる.つまり,単に邪見乃至邪命を断除し,有漏の正見乃至正命を具足するだけでは八

聖道を具足するとは言えないのである.この点については,｢比丘たちよ,聖･無漏･出世

間にして,道支である正見【乃至正命】とは何であろうか.比丘たちよ,聖心･無漏心･聖道

を完備し,聖道を修習している者の……｣(MN3,p.72,1.16-22)という定型句を見れば,

より明白になるであろう.いわば,聖道を完備した者(如yamaggassasama丘g叫だけが聖･無

漏の段階の遺文を持つことができる.逆に言えば,この聖･無漏の道支各支をまだ持って

いない者は聖道を完備した者,あるいは聖道を修習している者とは言えないのである.

次に八聖道を修行の段階として検討するならば,正見については,なぜ初次の道諦であ

る正見が同時に四聖諦全体を如実に知ることができるのかという疑問が起こる.三枝充恵

【1978】はこの問題を提起し,宇井伯寿【1925】17)ぉよび中村元【1972I18)が｢循環論｣と評し,和

辻哲郎【1927】19)が｢矛盾｣と述べることに対してこれらを批判し,｢正見とは四諦の自己反
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省･自己認識･自覚である｣とみなしている20).

四聖諦を如実に知るということは単に四聖諦の一々を知るに止まらず,四聖諦の一々を

知る上に,四聖諦の一々に対して,やるべきこと,そしてやるべきことを既にやったこと

を知ることも必ず伴う個聖諦の三転十二行相)21)22).順苦滅道諦の場合について言えば,

｢a)順苦滅道諦はこれであり,b)この順苦滅道諦を修習すべきであり,C)私は既にこの

順苦滅道諦を修習し終えた.｣ということを如実に知ることである.これは八聖道全体を

修習し終えたことを意味するのであるから,残りの七道支をまだ修習していないのに,正

見だけを修習して,なぜ八聖道全体を修習し終えたということになり得ようか.これは当

然螺旋論でなければならない.

八聖道を修行の段階として考える時は,やはり最初に邪見を断除し,沙門バラモンにし

て正行正習,自ら此世他世を通達し証知し宣説する者である釈尊を信じ,釈尊の教えに従

って修行を始める.空想にふけることを招く邪思惟である欲･昧･殺害に関する思惟を避

け,出離･無味･無害のことを考え,追悔(Vippa!isara)を招く邪語･邪業･邪命を離れ,精進･

念をもって正しい生き方を営む.清らかな生活が完成し空想にふけることもなく,追悔す

ることもなくなり23),また精進･念をもって冥想に入り,次第に四禅を修習し,深く冥想状

態に入りつつある時に,ある境地に達して,四聖諦の智が起こり,八聖道を一段階修習し

終えて預流者となる24).その時,彼は欲･咲･殺害に関する思惟をまだ完全に断除するこ

とができない25)といっても出離･無味･無害に関する思惟を前よりずっと深くするのであ

る.そして,言葉に関する四種の悪行･三種の身悪行･欺瞞,僚舌,占相,詐欺,利益によ

って更に利益を求めるような邪命は中止･停止･廃止･遠離され,その時,彼は四正勤･

四念処を修習している者にもなるのである.･このように彼は真の八聖道,つまり聖･無漏

の八聖道を一段階修習し完成する.

まとめて言うならば,他の七支は正定の補助具であり,正定の修習によって慧が生じ,

定と慧が相互に影響し合って増大しながら,煩悩が徐々に断除され,八支全体もより高い

修行段階に入る.有身見･疑惑･戒禁取が完全に断除されれば,その者は預流者になる.そ

の時,八支全体は初めて聖･無漏の段階に入るということである.八聖道を有機的に一体

なるものとして見る時,以上のように考察することが可能ではないかと思われる26).

更に,『中部経典』第百四十九｢大六処経｣には,八聖道は螺旋的な修行道であるとい

うことに新たな根拠を与える次のような内容が述べられている.

比丘たちよ,眼を如実に知り見て,色を如実に知り見て,眼識を如実に知り見て,

眼触を如実に知り見て,また,かの眼触によって生ずる楽,或いは苦,或いは不苦不

楽の受をも如実に知り見て,眼に愛着せず,色に愛着せず,眼識に愛着せず,眼触に

愛着せず,また,かの眼触によって生ずる楽,或いは苦,或いは不苦不楽の受にも愛

着しない･この如く愛着せず,相応せず,迷妄せず,過患を見て任する者には,五取薙

は集積しない.且つ,彼に,渇愛の再生的にして,喜･食と倶行し,至る所に歓喜する

場合,それはまた断ぜられる.彼に身の患悩も断ぜられ,心の息悩も断ぜられる.身

の熱悩も断ぜられ,心の熱悩も断ぜられる.彼は身楽をも心楽をも感受する.

-
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このように如実なる者の見は正見となり,このように如実なる者の思惟は正思惟と

なり,このように如実なる者の精進は正精進となり,このように如実なる者の念は正

念となり,このように如実なる者の定は正定となる.しかし彼の身業と語業と生活は

すでに清浄になっている.このようにして,彼には八聖道は修習の完成に至る.(MN

3,p･28&,1.19-p.2$9,1.9)

この経典では特に次の事柄に注目したい.それは,六根と六境およびその接触からくる

感受を如実に知る者の見･思惟･精進･念･定は,それぞれ正見･正思惟･正精進･正念･

正定となると述べられるが,身業･語業･生活は前にすでに清浄になっていると説かれて

いることである･これは八聖道の順番と違って正見･正思惟の前に【有漏の】正語･正業･正

命がすでに行ぜられたことを意味する.この理由について吼前に論じたように六入･十

八界などを如実に知ることができる者(預流向以上の聖者)は,まず有漏の八聖道の修習を

通してある程度の定に入り,定の修習によって修慧が起こり,そこで初めて法を如実に知

ることができる.有漏の八聖道を修習している時に,こと′ぱに関する四種の悪行･三種の

身悪行･邪命生活は既に遠離されているからこそ,｢彼の身業と語業と生活はすでに清浄

になっている･｣と言えるのである.これにより明らかに八聖道は定を中心とした螺旋的

修行道であることが分かる.

八聖道が段階的修行方法であると言っても,これは決して,一つの道支を修習し終えた

後に次の道支を修習することを意味するのではない.実際には,正見･正精進丁正念は全

ての段階にとって必要であると言われるし,正語を修習し終わらなければ,正業の修習は

始められないということも決してない.むしろ,正語･正業･正命の修習が同時に行ぜら

れても何も差し支えない.然るに｢大四十経｣の最後に述べられた｢正見より正思惟が生

じ,正思惟より正語が生じ,正語より正業が生じ,正業より正命が生じ,正命より正精進

が生じ,正精進より正念が生じ,正念より正定が生じ,……｣(MN3,p.76.1.l-`)というこ

とは,形としては八聖道の各支が一々修習されるように見えるが,概ねその順番はそうで

あるとしても,これは単に便宜上言われるにすぎないと思われる.

2.三学系統の修行道と八聖道との関係

本章では,原始仏教の悟りに至る実践の道をより明確にするために,三学(戒･定･慧)

系統の修行道を八聖道と比較検討して行きたい.

三学系統の修行道は『長都経典』と『中部経典』とに集中して説かれている27).それら

の経典間において,三学系統の修行道には種々な変遷が見られるが,本質的な相違点は見

つからない28)･ここでは,『中部経典』の｢象跡喩小乳(C叫a他i画OpamaSutb)を三学系

統の修行道の代表として取りあげることにする.

｢象跡喩小経｣では,釈尊は象の跡の比喩によって仏教の修行道を述べられている.そ

の修行道は以下のような十六の段階に分類し得ると思われる.

1)法の聴聞･発心 2)出家

3)護戒 4)知足

-
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5)根の防護

7)五蓋の断

9)第二禅

11)第四禅

13)死生智

15)解脱

6)正念正知

8)初禅､

10)第三禅

12)宿住随念智

14)漏尽智

16)解脱智見

これらⅠ6段階の修行道を八聖道と比較検討してみる･

1)法の聴聞･発心と･吼つまり如来が出現して初中後善の法を説くのを聞きt如来を信

ずることである.これは明らかに有漏の正見に相当する･

2)在家を捨て出家して梵行を修習することは･正思惟の内容である出離･無喋･無害の

中の出離に相当するものと考えられる.

3)護戒の箇所には種々な戒が説かれでいる･これをまとめて言えば･出家した比丘は比

丘の諸学処を具足↓,三種の身悪業と四種の言葉に関する語悪業を離れ,清浄に生活する

ということである.これは明らかに正語･正業･正命に相当する･

4)知足については次のような文が見られる･

彼は,衣は身を覆うものをもって満足し,食物は腹を護るものをも▲つて満足する･

彼の行くところ,それだけを持って行くi恰も翼を持つ鳥が飛ぶ時は翼だけを運んで

飛ぶように.(MNl,p.180,l.19-23)

これは正命に相当するものであり,出家修行者のために強調されているのであろう･

5)根の防護は以下のように述べられている･

彼は眼をもって色を見ても相に執せず,随相に執さない.眼根を防護せずに任する

者には,食欲･･憂悩という悪不善法が流入してくるのであるから･これを防護するた

めに修行し,眼根を護り,眼根において防護をなす･耳をもって声を聞き……･鼻

をもって香りを喚ぎ……,舌をもって味を味わい……一,身をもって感触に触

れ……,意をもって法を意識しても相に執せず,随相に執さない･…彼はこのよう

な聖なる根の防護を成就し,内に無様の楽を受ける.(MNl,p･180,1･27サ柑1,1･■3)

この文は前に述べられた正精進の内容である四正勤の中の律儀勤の解釈と全く同じであ

る(注記12参照).それにより根の防護は正精進の内容であることが分かる･

6)正念正知は次のように述べられている･

彼は進む時も退く時も正知し,前を見る時も後ろを見る時も正知し,■手足を曲げ伸

ばす時も正知し,大衣や衣鉢を執持する時も正知し,食べ,飲み,噛み,味わう時も正

知し,大･小便の時も正知し,行･住･坐･眠･宿･語･献の時にも正知する′･(MNl,

p.柑1,1.3一$)

これはすべての時に正念正知を持つということを意味し,八聖道の正念に相当すると考

えられる.

7-11)人里離れた所に坐禅し五蓋を断除して四禅を修習することは,明らかに正定に相

当するものである.
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12-14)三明,つまり宿住随念智･死生智･漏尽智を取り上げ,漏尽智の内容は苦及び漏

の四聖諦であると説く.これは前の如実智見の内容と一致する.修行道の順序の観点から

見ても,漏尽智は宿住随念智と死生智と共に四禅から引き続いて修習され,そして解脱･

解脱智見に導くと言われている.これもまた如実智見と一致する.よって,漏尽智は如実

智見の別名の修行ではないかと'推測される.

宿住随念智･死生智と濾尽智との関係について考えてみる.宿住随念智･有情の死生智

は,四禅の修習によって心が統一され,それによって自己及び有情らが過去無量輪廻転生

し続け,善悪業の果報により善い又は悪い存在に生まれ変わること,あるいは苦楽の受を

得ることなどを知ることであると説かれている.これを観察することにより,業について,

また一切が無常i苦･無我を本質とすること,そして苦の原因･滅･滅への道などを理解

するようになるのではないかと考えられる.この意味で三明は四禅の修習によって如実智

見が生ずる過程を説明するものであると言えよう.与して,前に論じたように如実智見は

聖･無漏の正見の内容であるから,漏尽智もまた聖･無漏の正見に相当するものであーる-こ

と■が分かる.

15)二解脱を取り上げ,｢彼がこわように知り,･このように見る時,心は欲漏より解脱し,

有漏より解脱し,無明漏より解脱する.｣(MNl,p.183,1.37-p.184,1.2)と説く.これは十無

学法の正解脱に相当する29)･.

16)解脱智見を取り上げ,｢解脱したことにおいて解脱したという智が生じ,『再生は

すでに尽きた.■梵行はすでに完成した.なすべきことはすでになされ,もはやこのような

輪廻生産を受けることはない』と知る.｣(MNl;p.1糾,1.2-9)と説く.これは十無学法の正

智に相当する30).

｢象跡喩小経｣の修行道を三学系痍の修行道の代表として八聖道と比較してみれば,次

のようになる.

三学系統の修行道 八聖道の修行道

法の聴聞･発心 有漏の正見~

出家- 有漏の正思惟

護戒

知足 有漏の正語･正嚢･正命･

根の蛎護 有漏の正精進

正念正知 有漏の正念

五蓋の断

四禅 正定

三明 聖･無漏の正見31)

廃脱 (十無学法の)正解脱

`解脱智見 (十無学睦の)正智

この図で特に注目したいところは四禅と三明である.三学系統の場合,四禅を修習し,

四禅の修習により心が統一され,清浄,無積,柔軟,活動的でしかも確立不動になると,彼

は宿住随念智･死生智･漏尽智に心を向ける.宿住随念智･､死生智･漏尽智により,苦及

び漏の四聖諦などの法が如実に了知される.彼がこのように知り,このように見るとき,
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心は欲漏･有漏･無明漏より解脱する.解脱したことにおいて解脱したという智が生ずる.

このように順次説かれている32).

まとめて言えば,三学系統の修行道は最初に戒を守ることが説かれ,護戒により身･

口･意が清らかになり容易に定に入ることができる.定の修習により慧が得られ,定の深

さに従って慧も多くなる.その慧により漏･煩悩が断除され,定と慧が繰り返し修習され

ることにより,漏･煩悩が完全に断除され,その結果として解脱と解脱管見が得られる.

これを見ると,三学系統の修行道は初歩から解脱まで,所謂修行の過程を順次に語る

ものであることが分かる.

これに対して八聖道の場合は,修行の過程は三学系統とあまり変わらないが,四禅は最

後の道支に位置される正定の内容である.この四禅の修習により生ずる慧は,前に回され

て聖･無漏の正見の内容とされる.正見は聖･無痛の段階に入ると,残る他の道支も聖･

無漏になる.慧を正定の後に置かず,聖･無漏の正見の内容とするのは何故か.八聖道は修

行の過程を語るだけでなく,その修行によって到達する境位,つまり預流,一来など聖者

達の功徳をも説示するからである.例えば,護戒の場合に凡夫は戒を守ろうとしても欲

望･煩悩がまだ相当残っているから,再び戒を破ることがあり得る.しかし,聖者の場合に

は頚流のように,煩悩がまだ完全に断除されていないとしても,その煩悩の力がかなり弱

まっているので再び戒律を破ることはない33).これを示すために聖･無漏の正語･正業･

正命が説かれ,それは邪語･邪業･邪命の中止･停止･廃止･遠離と言われる.

慧を前に回して正見の内容とした方が,八支全体がよくまとまり同時に行ぜられるとい

う意味がより鮮明になる.聖者の功徳を示すには,この方が適切であると思われる.八聖

道は螺旋的な修行道であるとしても,それは正定を修習した後,再び正見･正思惟･正語･

正業などを一々に修習することを意味しない.修行の方法としては三学系統と全く変わら

ない.つまり四禅の修習段階に入ると,その四禅の修習により慧が生じ,定と慧が相互に

影響し合って増大しながら煩悩が徐々に断除され,八支全体もより高い修行段階に入り,

有身見･疑惑･戒禁取が完全に断除されれば,八支全体は初めて聖･無漏の段階に入る.こ

の段階以上,八支は同時に行ぜられる(maggasama魚痢.漏･煩悩が完全に断除されれば,十

無学法の正解脱･正智の内容である解脱･解脱智見が得られる.その時,八聖道の八支も

十無学法の最初の八支と変わり,正解脱･正智と合わせて阿羅漢の十無学法となるのであ

る34).

Ⅲ.まとめ

以上,Nik豆yaにおいて説かれる修行道,主に八聖道と三学系統について,その伝統的解

釈･修習のあり方･修習により得られる結果などを比較検討した.本論文において明らか

にし得た主な論点を以下にまとめる.

八聖道は正定を中心とする螺旋的修行道である.八聖道の修習法を理解するためには,

｢大四十経｣に説かれるように,八支は有機的に修習されると考えるべきである.八聖道

は有漏の八聖道と聖･無漏の八聖道とに分けられる.有漏の正見は,業の果報ということ
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と世間に等正覚者がいることなどを倍ずることを意味する.それは修行の動機であり,ま

た邪道と正道を見分けるために必要不可欠であるが,四聖諦の智を意味するわけではない.

この有漏の正見をもって修行を始める.邪思惟･邪語･邪業･邪命を離れ,精進･念をも

って正しい生き方を営む.清らかな生活が完成し,空想にふけることもなく,追悔するこ

ともなくなり,また精進･念をもって冥想に入り,次第に四禅を修習し,深く冥想状態に入

りつつある時に,ある境地に達し,四聖諦の智が起こり,八聖道を一段階修習し終えて預

流者となる.この吼八聖道は聖･無漏の八聖道となる.四聖諦の智,玉東･六処などを如

実に知ることがこの聖･無漏の正見の解釈である.経典に説かれる八聖道は一般にこの

聖･無漏の八聖道を意味する.このように繰り返し修習し,漏･煩悩が完全に断除されれ

ば,阿羅漢の境地に達する.

三学系統の修行道は修行の最初歩から最後つまり目標に到達するまでの実践の道を一貫

して説く.その修習方法は八聖道と共通しているが,三学系統は段階的な修行道として説

かれるのに対し,八聖道は修行道であると同時に聖者の功徳を示すものでもあるから,螺

旋的修行道として説かれている.

以上が,Nik豆yaの散文文献の資料を検討して得られた結論である.

<略号及び使用テキスト>

AN A丘guttara-nik豆ya『増支部経典』,PTS,1885-1900.

Dhp Dhammapada『ダンマパダ』,PTS,1914.

DN Digha-nik豆ya『長部経典』,PTS,1i90-1911.

MN Mqijhima-nik豆ya『中部経典』,PTS,1888-1899.

SN Sa甲yutta-nik豆ya『相応部経典』,PTS,1884-1898.

Vin Vinaya『律蔵』,PTS,1879-1883.

PTS PaliTextSociety,London.

JIABS TheJournaloftheIntemationalAssociationofBuddhistStudies.

JAAR TheJoumaloftheAmericanAcademyofReligion.

印仏研『印度学仏教学研究』

日仏年報『日本仏教学会年報』

……は,途中省略の印である.

(),[]の符号は,各々言い換え,筆者による補足を示す.

(注記)

l)Vetter,TiImann[1988]TheIde叫,8.

Leiden;E.J.Bri11.

2)他の七支が正定の補助具であ卑ことは,『相応部経典』｢道相応｣第三邪性晶,第二八

定経(SN2,p･21)と･『増支部経典』｢第七集｣第五大供犠晶,第四十二(AN4,p,

40),そしてDN2,P.216;DN3,p.252にも述べられている.

-11-



3)SN5,p.196;p.199など･

4)AN3,p.12.

5)MN3,p.86;SN5,p･68;p･111など･

6)DN2,p.311;MN3,p･251;SN5,p･8など･

7)MNl,pp.4S-55･

8)MNl,p.4$.

9)SN4,p.142･

10)MN3,pp.288-289･

11).DN2,P.311;MN3,p.251;SN5,p･8など･

12)四正勤の内容については『増支部経典』
｢四集｣第二行晶,第十四(AN2,pp･16一

17)に説かれる内容をま,とめると次のようになる･

律儀勤は,六根を擁護することである･

断勤は,欲尋･恵尋･眉尋を断じることである･

修勤は,七覚支を修習することである.

随護勤は,巳生の善き定相を随護することである⊥

13)DN2,p.313;MN3,p.252;SN5,p･10など･

14)『長部経典』r大念処軌(DN2,p･313);『中部経典』｢諦分別経｣(MN3,P･252)

『相応部経典』｢大篇｣第一道相尽第一無明鼠第八分別経(S叩5,p･10)･

15)『律蔵』｢附随｣第十二′J膚(Vin5,p･164),『増支部経典』｢十集｣第一功鼠

第一何義および第二思(AN5,pp.1-3)と,『増支部経典』｢十一集｣第一依止晶,第

一何義および第二思((AN5,pP.311-313)と『相応経典』咽縁篇｣第一因縁相応,
第三十力鼠第三縁(SN2,p.31)にはいずれも,定に入った者は法を如実に了知す

ることが述べられている.

16)『相応部経典』｢鍵度篇｣第一薙相応,第一根本五十経,第一那拘羅父軋第五三

昧経(SN3,p.13),『相応部経典』｢六処篇｣第一六処相応,第二属十軋第五葉

捨晶,第九九三昧経(SN4,p.80)､も同じく三昧の修行を勧め,三昧に入れる者は如

実に了知すると述べる.その如実知見の内容は,｢極度篇｣では五蕗の集と滅である

とするのに対し,｢六処篇｣では十八界の無常であるとする･

17)宇井伯寿【1925】14.

18)中村元【1972】27

19)和辻哲朗【1927】(改訂版)408.

20)三枝充恵【1978】469.

21)SN5,p.423.

22)宇井【1925】は次のように述べた･仏陀以前のウノアニシャツドなどで,アートマンま

たブラフマンを知ればアートマンまたはブラフマンとなると説いて,知るの真意は

成るの意味となしていた如く,印度思想に共通する考え方である.(宇井【1925]24)

23)正語･正業･正命,つまり三学の場合の戒に相当するものの修習の目的軋不悔とな
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って容易に定に入れるようにすることであり,そして定の修習により慧･解脱などが

得られる.これについては,AN3,p.20;pp.200-201;p･360;AN4,p･99;P･336;AN5,p･

2;P.3;p･4;p･5;p･6;p･312;P･313;p･314;p･315;pp･316-317,Vin･5,p･164･などに

見られる.

24)八聖道を修習し終えた者が預流者になることについて札SN5,p･34gに述べられ

ている.

25)預沈着は十結(Sa甲yqjana)のうち,有身見･疑惑･戒禁取を断除することができる･し

かし,残りの欲食･咲寿･色食･無色食･慢･捧挙･無明を断除することはまだでき

ていないから(AN2,pT238参照),当然欲･咲･殺害に関する思惟を完全に断除するこ

とはできない.このため,聖･無痛の正思惟の内容は欲･咲･殺害に関する思惟の中

止(豆rati),停止(Virati),廃止ba!ivirati)･遠離(VCrama王)には触れず,単に思択(takka)･専

注(appan豆)･心の専精(abhinirapan豆)など,心を集中して思惟することを表す言葉で示

されている.【ここでいう十結は,説一切有部の十結(食欲･喋意･慢･見･疑･戒禁

取･有食･嫉･僅･無明)ではなく,Nk豆yaの十結を指す.】

26)預流者以上の段階については,Thanavuddho,B･[1996]を参照･

27)S豆ma詭aphalasutta

Ambatthasutta

Sonadandasutta

K窃tadantasutta

Mah豆1isutta

Jaliyasutta

Kassapasihan豆dasutta

Subhasutta

Kevaddhasutta

Lohiccasuttd

C窃1ahatthipadopamasutta

Mah5-aSSaPuraSutta

Kandarakasutta

Sekhasutta

Devadahasutta

DNl,pP.62-85.

DNl,p.100.

DNl,p.124.

DNl,p.147.

DNl,Pp.157-158.

DNl,Pp.159-160･

DNl,pp.171-174･

DNl,pp.206-209･

DNl,pP.214-215.

DNl,pP.232-233･

MNl,pp.179-184･

MNl,pp.271-280･

MNl,pp.344-348･

MNl,pp.353-359･

MN2,pP.226-227･

28)Buck且ell,R.【1984】は,｢象跡喩′J､経｣･鳩邑大経｣･､｢有学経｣･｢沙門果経｣

における修行道を検討し,これらの盛典の修行道には,本質的な相違点はないこと

を証明している.(Bucknell,R.,Op.Cit.,27)

29)十無学法については,ThanaVuddho,B.【1996]を参照.

30)ThanaVuddho,B.【1996]を参照.

31)この段階以上八聖道の八支が同時に行ぜられるから,聖･無漏の正見の修習は,

聖･無漏の八支の修習という意味を持つ.
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32)しかし,『相応部経典』｢因縁篇｣第七大晶,第七十須尺摩(SN2,pp･119-128)に

は,慧解脱者は智見･意所成身･神足･天耳･他心智･宿住随念智･死生智を持たず,

慧によって解脱したという内容が見られる.この場合の解脱のメカニズムにはなお

検討の余地が残されている.

33)預流の功徳である四預流支の第四支は,聖戒を具足することであり,預流者は再び

戒を破ることはない.(SN5,p.343参照)

34)｢八聖道は修行道であると同時に七種の有学の功徳にもなる.これに対して十無学

法は修行道ではなく,目標そのものであって阿羅漢の功徳である.このために四聖

諦の道諦は十無学法ではなく,八聖道であると言われる.なぜなら,十無学法は道諦

ではなく道諦の目標である滅諦を意味するからである.｣ということについては

Thanavuddho,B.[1996]を参照.

八聖道の修行によって阿羅漢の境地に至るまでの過程を図で示すと,次のように

なるであろう.

阿羅漢向の八聖道を具足

して阿羅漢向になる.

不達向の八聖道を具足し

て不運向になる.

一来向の八聖道を具足し

て一来向になる.

預流向の八聖道を具足し

て預流向になる.(この段

階以上の八聖道は聖･無漏

の八聖道と呼ばれる.)

/へ1

1

有漏の八聖道の修習

(参考文献)

＼

~■~~-~
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こ
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∴
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--‥‥-う

無学の正智･正解脱を得て阿羅

漢になる.(八聖道は無季の最
初の八支になり,正智･正解脱

と合わせて十無学法になる.)

正智･正解脱を得て不運者にな
る.(八聖道は不運果の八聖道

になる.)

正智･正解脱を得て一来者にな
る.(八聖道は一束果の八聖道

になる.)

正智･正解脱を得て預流者にな
る.(八聖道は預流果の八聖道

になる.)
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ThePracticalMethodologyoftheEightfo1dPathandThreefo1dTraining

DescribedintheNik豆yas

THANAVUDDHO,Bhikkhu

ItisnoexaggerationtosaythattheEightfo1dPathisthemostessentialpracticalmethodologyln

PrimitiveBuddhism.TheDbaL72maCakkqfPa帽LBztz&Su均Whichissaidtorepresentthenrstsermon

OftheBuddha,alsostatesthattheEightfo1dPathisthewaytoemancipation.However,theNik豆yas

treatthewisdomoftheFourNobleTruthsastheimportoftheRightView.SincetheRightViewis

the丘rststageoftheEightfoldPath,itshouldbearelativelyelementaJypraCtice.Inthatcase,how

canitbethewisdomoftheFourNobleTruths?

InadditiontotheEightfo1dPath,theThreefo1dTraining(moraiity,COnCentrationandwisdom)

isanOtheressentialpracticalmethodologylnprimitive Buddhism.Itmqyalsobesaidtobea

Wqythatleadstoemancipation.Thisbringsustothequestionofwhetherthesetwopractical

methodologleSPreSentdi脆rentwaystoemanCipationorwhethertheypresentthesamewayuslng

difftrentforms ofexpression.This paperCOmpareSthe practicalmethodology describedin the

血ata血su肋andαねムa地如叫卿-Su肋OftheMdhima-Nik豆yaandothertextsinthe

Nik豆yas,andmyconclusionsareglVenbelow.

TheEightfo1dPathisahelicalpracticalmethodologyofwhichRightConcentrationrepresents

thecore.InordertounderstandthepracticalmethodologyoftheEightfoldPath,OnemuStaCCePt

thepolntmadeinthe几血ム5ta肋suぬthattheEightfo1dPathistobesystematicallypractised･

ln this scripture,the Eightfo1dPathis dividedinto a De創ing(asava)Eightfold Path and a

Transendental(anaSaVa)Eightfo1dPath.TheDe創ingRightViewmeanSthatonebelievesthe

e飴ctsofkanmaandthatenlightenedmenexistintheworld,etC.TheDeⅢingRightViewisthe

motiveforpractice,andbecauseitalsoservestodistinguishbetween theevilpathandtheright

path,itisindispensable.However,itisnotthewisdomoftheFourNobleTruths.Byuslngthis

De創ing Right View practice begins.While abandoning De創ing Thought,DeRling Speech,

De創ing Actionand DeⅢingLivclihood,One performs one's perfect dai1ylifewith the

accompanimentofRightEfFbrtandRightMindfu1ness.Afterthecompletionofpe血ctdai1yl脆

thcreis no reverieand no regret,andthroughthe accompanimentofRight E飴rt and Right

Mindfu1ness,RightConcentrationisattained.Thenacertainstageisreachedinwhichthewisdom

OftheFourNobleTruthsarises･Hereonestageofpracticeiscompleted,andthepractitioner

becamesaStream-Winner(SOt5pama).AtthispointtheEightfbldPathbecomestheTransendental

EightfbldPath･ThewisdomoftheFourNobleTruthsistheimportoftheRightViewofthis

TranSCendentalEightfo1dPath･The Eightfo1d Path as describedin the scriptures usually

COrreSpOndstothis TransendentalEightfo1dPath.Abovethisstagethe eightelementsofthe
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EightfoldPathareperformedsimultaneOuSIy.Ifde爺Iemcntsandpassions(kilesa)arecompletely

abondoned,thestageofanarahantisattained.

ThepracticalmethodoIogyoftheThreefoldTminingconsistentlyexplainsamethodofpractise

leading舟omtheelementarystagctothe血alstage,namely,thegoalofpractise.EYenthoughthe

PraCticaImethodologyoftheThreefo1dTrainingisthesameasthatoftheEightfo1dPath,itwas

Onlytaughtasagradatedseries･Ontheotherhand,SincetheEightfo1dPathisnotonlyapracticaI

methodology,butalsoshowsthemeritsofSaints,itwastaughtasahelicalprzh:ticalmethodology.
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